
 

一
月
三
日
、
十
三
時
か
ら
連
谷
会
館
を

会
場
に
新
年
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。 

原
田
英
寿
公
民
館
長 

昨
年
は
本
当
に
世
界
が
ま
さ
か
、
ま
さ

か
の
英
国
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
ま
た
、
米
国
の
次

期
大
統
領
と
し
て
ト
ラ
ン
プ
氏
就
任
な

ど
、
ま
さ
か
の
連
続
で
あ
っ
た
。
地
元
に

お
い
て
も
連
谷
小
学
校
の
閉
校
に
伴
い

沈
静
化
が
免
れ
な
い
。
公
民
館
と
し
て
は

閉
校
後
の
小

学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
草
ボ

ウ
ボ
ウ
に
な

っ
て
し
ま
う

こ
と
を
懸
念
し
て
二
か
月
に
一
度
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
を
行
い
、
終
了
後
は

運
動
場
の
草
取
り
な
ど
を
兼
ね
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
比
較
的
地
域

に
於
い
て
は
有
意
義
な
時
を
過
ご
し
て

き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性

の
方
に
は
運
動
場
の
花
壇
の
整
備
な
ど
、

他
の
閉
校
に
な
っ
た
地
区
よ
り
も
充
実

し
て
い
る
こ
と
と
満
足
し
て
お
り
ま
す
。 

来
賓 
新
城
市
長 

穂
積
亮
次
様 

 

昨
年
は
四
学
区
が
統
合
に
い
ち
早
く

決
断
、
新
た
な
鳳
来
寺
小
学
校
が
発
足
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
我
々
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
を
行
い
ま
し
た
。
新
東
名

が
二
月
に
開
通
、
市
内
も
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
路
線
バ
ス
を

小
学
校
の
所
ま
で
運
行
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
地
域
が
よ
り
一
層
、
地
域
間

の
力
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
を
致

し
ま
す
。 

来
賓 

県
議
会
議
員 

峰
野 

修 

様 

 

昨
年
暮
れ
に
「
千
島
」
に
行
っ
て
驚
い

た
こ
と
に
韓
国
か
ら
の
観
光
客
が
十
五

万
人
か
ら
二
十
三
万
人
に
増
え
て
い
る

そ
う
で
、
フ
ェ
リ
ー
運
賃
も
八
千
円
が
四

千
円
と
安
く
な
っ
て
い
る
・
・
等
々
挨
拶

の
中
で
視
察
情
報
を
頂
き
ま
し
た
。 

大
型
ド
ラ
マ
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
２
」 

千
枚
田
で
ロ
ケ 

 

十
二
月
二
十
九
日
・
正
月
七
日
、
監
督:

福
澤
克
雄(

半
沢
直
樹
・
下
町
ロ
ケ
ッ
ト

ほ
か)

 

出
演 

佐
藤
浩
市
、
内
野
聖
陽
、

東
出
昌
大
、
え
な
り
か
ず
き
、
で
ん
で
ん

他
と
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
制
作
ス
タ

ッ
フ
百
人
規
模
の
ロ
ケ
が
千
枚
田
で
行

わ
れ
た
。
現
地
世
話
人
と
し
て(

舜)

は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
エ
キ
ス
ト
ラ
や
地
域
女
性

陣
、
ま
た
、
村
の
衆
の
協
力
依
頼
に
奔
走
、

企
画
か
ら
撮
影
終
了
ま
で
に
二
十
日
近

く
の
時
間
を
費
や
し
た
。
冷
た
い
目
で
み

る
と
、
外
っ
て
お
い
て
も
勝
手
に
撮
影
は

さ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
だ
け
の
大
型
ド
ラ

マ
、
俳
優
と
間
近
か
に
接
す
る
こ
と
は
、

ま
ず
な
い
。
こ
れ
を
逃
す
こ
と
は
も
っ
た

い
な
い
と
、
地
域
の
心
あ
る
連
中
に
呼
び

か
け
を
行
っ
た
結
果
、
多
く
の
賛
同
を
得

て
昼
食
の
シ
シ
汁
、
お
に
ぎ
り
の
接
待
、

早
朝
六
時
か
ら
資
機
材
の
搬
入
、
搬
出
な

ど
黒
子
に
徹
し
ロ
ケ
の
進
行
に
尽
く
し

て
い
た
だ
い
た
。
エ
キ
ス
ト
ラ
も
地
元
か

ら
出
演
者
を
募
り
、
俳
優
の
厳
し
さ(

同

じ
動
作
の
繰
り
返
し
ば
っ
か
り
・
・)

、

喜
び
を
味
わ
っ
た
こ
と
は
生
涯
の
思
い

出
に
な
る
こ
と
と
確
信
す
る
と
と
も
に

感
謝
の
気
持
ち
が
一
杯
で
あ
る
。 

 
 

              

田
起
こ
し
と
田
ん
ぼ
跳
び 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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田
起
こ
し 

田
ん
ぼ
飛
び 

十
二
月
十
九
日
、
市
立
鳳
来
寺
小
児
童

二
十
人
が
千
枚
田
の
学
習
田
三
枚
の
田

起
こ
し
を
行
っ
た
。
昨
年
ま
で
は
地
元
連

谷
小
児
童
が
野
外
学
習
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
学
校
統
合
に
伴
い

五
年
生
が
稲
作
学
習
を
引
き
継
い
で
い

る
。
こ
の
日
は
一
年
間
取
り
組
ん
で
き
た

五
年
生
と
来
年
取
り
組
む
四
年
生
合
同

の
農
作
業
と
な
っ
た
。
旧
校
以
来
稲
作
、

自
然
環
境
の
指
導
を
頼
ま
れ
、
子
供
た
ち

に
自
然
の
し
く
み
を
教
え
て
き
た
。
今
回

の
田
越
こ
し
は
田
ん
ぼ
の
土
を
備
中
で

起
こ
す
こ
と
は
天
地
返
し
と
い
っ
て
土

壌
に
新
た
な
酸
素
補
給
や
起
こ
し
た
土

が
凍
っ
た
り
し
て
悪
い
菌
を
死
滅
さ
せ

た
り
、
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
の
働
き
を
促
す

大
事
な
作
業
で
あ
る
。
と
説
い
た
。 

田
起
こ
し
の
後
は
恒
例
の
田
ん
ぼ
飛

び
だ
。
日
本
棚
田
百
選
の
棚
田
の
中
で
も

ベ
ス
ト
３
に
数
え
ら
れ
る
急
傾
斜
地
の

段
差
が
激
し
い
段
々
田
ん
ぼ
を
飛
ぶ
こ

と
は
野
性
的
で
、
見
て
も
、
飛
ん
で
も
醍

醐
味
が
あ
る
。(

舜)

は
こ
の
田
ん
ぼ
飛
び

は
決
し
て
順
位
を
争
う
競
技
で
は
な
い
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
飛
ぶ
矢
先
を
確
認
、

怪
我
の
無
い
よ
う
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
、
と
指
示
し
た
も
の
の
、
子
供
た
ち
は

目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
し
て
田
ん
ぼ
飛

び
を
楽
し
ん
だ
。(

中
日
新
聞
掲
載) 

今
年
も
サ
ン
タ
の
お
じ
さ
ん
が
や
っ

て
き
た
。 

 

十
二
月
二
十
四
日
、
四
谷
の
千
枚
田
の

あ
る
連
谷
地
区
を
守
る
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の

有
志
で
結
集
す
る
サ
ン
タ
集
団(
小
山
泰

徳
代
表)

は
厳
寒
の
夜
中
に
ワ
ゴ
ン
と
軽

ト
ラ
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
、
地

域
の
子
供
た
ち
に
「
な
け
な
し
」
の
へ
そ

く
り
を
供
出
、
大
き
な
袋(

？)

に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
担
ぎ
、
よ
い
子
の
居
る
家
庭
を
訪

れ
、
子
供
た
ち
に
夢
を
与
え
た
。
こ
の
、

活
動
は
平
成
十
年
か
ら
始
ま
り
、
当
時
サ

ン
タ
さ
ん
を
信
じ
、
何
も
知
ら
な
い
子
供

だ
っ
た
人
達
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
な

り
扮
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
様
は
「
継
続

は
力
な
り
」
、
地
域
の
守
り
人
と
し
て
成

長
し
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
憶
え
た
。 

保
存
会
設
立
二
十
周
年 

 

平
成
九
年
一
月
十
二
日
、
「
鞍
掛
山
麓

千
枚
田
保
存
会
」
発
足
。 

 

保
存
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
、
行
政
支

援
の
受
け
皿
と
し
た
組
織
で
あ
り
、
発
足

後
は
農
道
整
備
、
サ
ミ
ッ
ト
招
致
、
都
市

交
流
な
ど
地
域
の
中
核
と
し
て
活
動
。 

   

行 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発

 

文

責

小

山

舜 

二 
 

賀
状 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

昨
年
一
年
を
鑑
み
る
と
、
二
月
七
日
、
地
域
の
核
で
あ
る
連
谷
小
学
校
が
百
四
十
四
年

の
幕
を
閉
じ
た
。
そ
の
、
閉
校
記
念
誌
を
地
域
の
歴
史
に
残
る
形
で
編
纂
で
き
た
こ
と
、

ま
た
、
閉
校
お
別
れ
会
に
は
二
百
有
余
名
の
統
括
を
無
事
に
仕
切
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

四
月
二
十
四
日
に
は
全
国
規
模
の
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル(

山
岳
競
技)

約
千
人
の
競
技
者
の
エ

イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
お
い
て
四
谷
区
長
か
ら
保
存
会
に
依

頼
さ
れ
、
地
域
の
方
々
共
々
の
協
力
を
元
に
成
功
裏
に
終
始
で
き
た
。
六
月
四
日
、
地
域

活
性
活
動
を
継
続
し
て
き
た
「
連
谷
お
助
け
隊
」
も
十
年
を
ひ
と
区
切
り
と
な
っ
た
。
恒

例
の
お
田
植
感
謝
の
夕
べ
～
灯
そ
う
千
枚
田
～
も
ロ
ウ
ソ
ク
な
ど
資
機
材
を
ふ
る
さ
と
指

導
員(

県
任
命)

と
し
て
県
か
ら
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
保
存
会
事
業
と
し

て
継
続
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
学
校
廃
校
に
伴
い
沈
滞
化
を

危
惧
、
両
者
協
力
の
も
と
に
盛
大
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
た
。
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

(

佐
渡
市)

で
は
「
棚
田
の
守
り
び
と
」
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
。
十
二
月
の
収
穫
感
謝

祭
も
赤
字
を
背
負
い
な
が
ら
も
、
地
域
の
絆
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
師
走
の
二
十
九
日

に
は
福
澤
監
督
、
佐
藤
浩
一
主
演
の
「
リ
ー
ダ
ー
ズ2

」
の
撮
影
現
地
世
話
人
と
し
て
奔
走
。

他
に
、
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
トin

豊
橋
で
は
関
係
市
町
村
の
首
長
会
議
「
道
」
に
お
い
て
住

民
代
表
発
言
者
と
し
て
地
域
活
性
を
提
言
。
師
走
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
知
人
か
ら
英
国B

BC

の
ワ
イ
ル
ド
ジ
ャ
パ
ン
を
観
た
と
朗
報
が
入
っ
た
。 

九
月
初
旬
、
耕
作
意
欲
の
喪
失
を
危
惧
、
毎
晩
イ
ノ
シ
シ
を
爆
竹
で
威
嚇
時
に
イ
ノ
シ

シ
を
避
け
、
バ
イ
ク
が
転
倒
、
膝
を
約
百
針
縫
合
、
四
十
五
日
後
に
足
甲
部
三
本
の
骨
折

が
判
明
、
折
れ
た
も
の
は
仕
様
が
な
い
と
各
活
動
に
余
念
の
な
い
日
々
を
こ
な
し
て
き
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
年
は
チ
ョ
コ
ッ
ト
な
ま
く
ら
で
過
ご
し
た
い(

舜) 


